
関
税
暫
定
措
置
法
別

表
第
一
の
六
の
項
名

輸

入

数

量

一

〇
ト
ン

二

〇
ト
ン

三

〇
・
五
六
ト
ン

四

五
、
四
四
二
ト
ン

五

一
六
四
ト
ン

六

二
ト
ン

七

五
・
一
三
ト
ン

八

〇
ト
ン

九

八
、
〇
〇
六
ト
ン

一
〇

七
七
八
ト
ン

一
一

九
一
七
ト
ン

一
二

二
〇
、
五
二
五
ト
ン

一
三
一
、
四
〇
四
、
二
九
八
ト
ン

一
四

四
一
一
、
八
二
七
ト
ン

一
四
の
二

一
七
七
、
〇
八
一
ト
ン

一
五

七
三
八
ト
ン

一
六

一
、
四
四
八
ト
ン

一
七

二
一
、
八
八
八
ト
ン

一
八

三
、
四
六
三
ト
ン

一
九

三
六
二
ト
ン

二
〇

一
七
ト
ン

二
一

九
、
五
一
三
ト
ン

二
二

四
〇
五
ト
ン

二
三

一
、
二
〇
九
ト
ン

二
四

六
ト
ン

二
五

〇
ト
ン

二
六

六
五
八
ト
ン

二
七

一
、
四
三
〇
ト
ン

二
八

〇
ト
ン

二
九

一
八
四
ト
ン

平成™™年�月š—日 金曜日 第œš�œ号官 報
〇
財
務
省
告
示
第
二
百
五
十
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
別
表
第
一

の
六
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入
数
量
を

同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
を
次
の
よ
う
に

告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日財

務
大
臣

野
田

佳
彦

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
の
平
成
二
十
二
年
度
の
初

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
輸
入
数
量
を

同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
は
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
同
法
別
表
第
一
の
六
の
項
の
区
分
に
応

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

〇
国
税
庁
告
示
第
二
十
四
号

租
税
特
別
措
置
法（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第
六
十
六
条
の
十
一
の
二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
公

示
す
る
件
（
平
成
十
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

国
税
庁
長
官

加
藤

治
彦

別
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
チ
ャ
イ
ル
ド
・
フ
ァ
ン

ド
・
ジ
ャ
パ
ン
の
項
中「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
五
十
一
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年

度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
生
鮮

等
牛
肉
及
び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量
を
次
の
よ
う
に
告

示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日財

務
大
臣

野
田

佳
彦

平
成
二
十
二
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
六
月
三

十
日
ま
で
の
生
鮮
等
牛
肉
及
び
冷
凍
牛
肉
の
各
輸
入
数
量

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
品
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

一

生
鮮
等
牛
肉

十
九
万
八
千
三
百
十
九
ト
ン

二

冷
凍
牛
肉

十
九
万
八
千
三
百
二
十
八
ト
ン

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
六
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年

度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
豚
肉

等
の
輸
入
数
量
並
び
に
生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
の
輸

入
数
量
を
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日財

務
大
臣

野
田

佳
彦

平
成
二
十
二
年
度
の
初
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
六
月
三

十
日
ま
で
の
豚
肉
等
の
輸
入
数
量
並
び
に
生
き
て
い
る
豚

及
び
豚
肉
等
の
輸
入
数
量
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
品

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
数
量
と
す
る
。

一

豚
肉
等

五
万
五
千
九
百
十
四
ト
ン

二

生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等

六
万
七
千
六
百
三
十
六
ト
ン

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
五
十
三
号

関
税
暫
定
措
置
法（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）

第
七
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
別
表
第
一

の
六
第
一
五
項
に
係
る
物
品
に
つ
い
て
の
平
成
二
十
二
年

度
に
お
け
る
輸
入
数
量
が
輸
入
基
準
数
量
を
超
え
た
場
合

の
特
別
緊
急
関
税
の
発
動
日
を
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日財

務
大
臣

野
田

佳
彦

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
号

健
康
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
七
号
）
附
則
第
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
同
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
国
民
健
康
保
険

法
に
よ
る
被
用
者
保
険
等
保
険
者
拠
出
金
等
の
算
定
等
に

関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
九
年
厚
生
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
一
年
度
の
標
準
報

酬
月
額
修
正
率
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

一
・
〇
一
一
〇
八
六
八
七

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
号

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第

二
十
三
号
）
第
一
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
二
年
八
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。）以

後
の
同
項
に
規
定
す
る
自
動
変
更
対
象
額
を
次
の
よ
う
に

変
更
し
、
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十

七
号
（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
自
動
変
更
対
象
額
を
変
更
す
る
件
）
は
、

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。た
だ
し
、

適
用
日
前
の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

一

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
三
項
に
規
定

す
る
賃
金
日
額
の
最
低
額

三
千
九
百
五
十
円

二

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
百

分
の
八
十
か
ら
百
分
の
五
十
ま
で
の
率
を
乗
ず
る
賃
金

日
額
の
範
囲
と
な
る
額

三
千
九
百
五
十
円
以
上
一
万

千
四
百
十
円
以
下
の
額

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
号

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第

二
十
三
号
）
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
二
年
八
月
一
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。）以

後
の
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
控
除
額
を
次
の
よ
う
に
変

更
し
、
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
八

号
（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一
条
の
四
第
八
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
控
除
額
を
変
更
す
る
件
）
は
、
平
成
二
十
二

年
七
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
適
用
日
前

の
日
に
係
る
就
職
促
進
手
当
の
日
額
の
算
定
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

千
二
百
九
十
五
円

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

登
記
事
務
委
任
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
二
年
法
務
省

令
第
二
十
八
号
）
の
規
定

に
よ
り
そ
の
商
業
登
記
の

事
務
が
岡
山
地
方
法
務
局

に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
当
該
法
人

の
申
請
又
は
請
求
が
あ
っ

た
場
合
の
岡
山
地
方
法
務

局
倉
敷
支
局
、
笠
岡
支
局

及
び
高
梁
支
局

平
成
二
十
二
年
八
月
九
日

登
記
事
務
委
任
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
二
年
法
務
省

令
第
二
十
八
号
）
の
規
定

に
よ
り
そ
の
商
業
登
記
の

事
務
が
福
岡
法
務
局
に
お

い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
当
該
法
人
の
申

請
又
は
請
求
が
あ
っ
た
場

合
の
福
岡
法
務
局
飯
塚
支

局

平
成
二
十
二
年
八
月
十
六

日

登
記
事
務
委
任
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
平
成
二
十
二
年
法
務
省

令
第
二
十
八
号
）
の
規
定

に
よ
り
そ
の
商
業
登
記
の

事
務
が
盛
岡
地
方
法
務
局

に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
当
該
法
人

の
申
請
又
は
請
求
が
あ
っ

た
場
合
の
盛
岡
地
方
法
務

局
花
巻
支
局

平
成
二
十
二
年
八
月
二
十

三
日

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
三
十
日
か
ら
施
行

す
る
。
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